大会中の応援やマナーについて
（一社）宮城県サッカー協会  フェアプレー委員会

選手・指導者はもちろん、スタッフや保護者も徹底し皆さんで大会を盛り上げていこう！

1 「リスペクトプロジェクト」の推進

「サッカーに敵はいない。対戦相手は敵じゃない。自分たちの力をためし、サッカーを楽しむための大切な仲間。試合のはじめに相手の目を見てしっかりと握手する。リスペクトの証として」

· 審判・「子供たちもひとりひとり立派な選手。しっかり目をみて握手する。

       いいゲームをしようね。」

              → 試合のあいさつは、選手も審判もシェイクハンドセレモニーにて行う。
· 指導者・「子供たちに会う前には、いつも自分を振り返る。子供たちは大切な相手。
ちゃんとしていないとはずかしい。スマイル！」

       「レフェリーがいないと、ちゃんと試合が出来ない。大切な人」

      → ポジティブコーチングに努める。レフェリーの判定を受け止める。
· ネガティブコーチング・オーバーコーチングを避け、的確なコーチングに努め、子供たちの判断を奪わない。
· サポーター・保護者の応援

              「コーチはコーチに任せる。レフェリーはレフェリーに任せる。プレーは子供たちに任せる。私たちは応援し、見守る」

       → 目指せベストサポーター！！
· サイドコーチの禁止、自分のチームだけでなく相手チームへの励まし、賞賛もしよう。

2 会場使用の決まりを守る。例：芝生への立入禁止やトイレの清潔使用など

3 保護者の応援はベンチ反対再度で行うこと。

4 駐車場でのトラブルなどないように注意すること。

5 ゴミの持ち帰りの徹底。特に飲み物、食べ物（弁当容器等）の放置禁止。

6 タバコの吸い殻などの後始末は必ず行なうこと。喫煙については、定められた場所においてのみ。

7 ビデオ並びに写真撮影を行う際には、運営・競技の妨げにならないように注意する。報道関係は本部に申し出ること。

8 落雷や地震等の自然現象や予期せぬ突発的な事故等の対応については、大会本部の指示に必ず従うこと。

9 会場設営並びに撤去についてお願いすることがあるのでご協力下さい。
10 ウェルフェアオフィッサー配置大会は、オフィッサーの指示に指導者及び保護者も従うこと。

※ウェルフェアオフィッサーとは子供の安心・安全を保障する仕事をする人です。

 ・暴力・暴言に対する指導及び規律委員会（フェアプレー委員会）への報告。

 ・行き過ぎた指導に対する注意及び規律委員会（フェアプレー委員会）への報告。

フェアプレー・リスペクトの精神でお互い気持ちよくサッカーをしよう！！
